
信濃川号 
NO.67 
編集責任者 
編　集　者 玄々 堂 君津病院 〒299-1144 君津市東坂田4-7-20 10439-52-2366（代）URL http://www.gengendo.jp/

平成21年4月24日発行 
大　  慎一 
　“HUMAN”編集委員会 

日本医療機能評価機構 

　
3
月
15
日
、
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
院
内
看
護
研
究
発

表
会
を
行
っ
た
。

　
1
年
に
1
度
行
わ
れ
る
こ
の
発
表
会

は
、
今
回
で
21
回
目
を
迎
え
た
。
今
年

度
も
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
看
護

学
系
准
教
授
、
三
木
明
子
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、
4
題
の
研
究
発
表
が
あ
っ

た
。

　
発
表
内
容
は
、
3
Ａ
病
棟
・
山
岸
み

さ
え
看
護
助
手
の
「
看
護
助
手
の
足
の

疲
労
に
対
す
る
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー

ジ
ャ
ー
の
効
果
」
、
2
階
透
析
室
・
中

谷
美
砂
看
護
師
の
「
外
来
透
析
患
者
の

　
2
月
7
日
、
第
93
回
糖
尿
病
教
室
が
行

わ
れ
た
。
は
じ
め
に
「
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
と
使
用
方
法
」
の
テ
ー
マ
で
池
田
薬
剤

師
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
と
特
徴
に
つ

い
て
説
明
し
、
実
際
に
参
加
者
全
員
が
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
器
を
持
ち
、
量
を
合
わ
せ

て
か
ら
皮
下
注
射
す
る
ま
で
の
練
習
を

行
っ
た
。
次
に
鳥
飼
看
護
師
長
が
「
低
血

糖
と
生
活
上
の
注
意
」
に
つ
い
て
、
日
常

生
活
で
の
注
意
事
項
を
、
幅
広
く
実
際
例

を
用
い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
日
野
管
理
栄
養
士
は
「
イ
ン
ス
リ
ン

療
法
と
食
事
」
と
題
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
を

使
用
し
た
場
合
の
食
事
で
の
注
意
点
や
低

血
糖
時
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
11
名
の
参
加
者
は
、
講
義
を
熱
心
に
聴

き
入
り
、
積
極
的
に
各
ス
タ
ッ
フ
に
質
問

を
交
わ
し
て
い
た
。

　
3
月
15
日
、

千
葉
リ
バ
ー

レ
ー
ン
に
お

い
て
、
千
葉

県
医
業
健
康

保
険
組
合
主

催
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
団
体
戦
の

参
加
は
、
1
チ
ー
ム
5
名
で
29
チ
ー
ム

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
。
個
人
戦
で
は
男

子
115
名
、女
子
80
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
で
、

そ
の
他
壮
年
の
部
も
あ
り
、
合
わ
せ
る

と
304
名
の
参
加
で
盛
況
に
大
会
が
行
わ

れ
た
。

  

当
院
か
ら
も
団
体
戦
個
人
戦
計
11
名

が
参
加
し
た
。
団
体
戦
で
は
、
29
チ
ー

ム
中
9
位
に
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
職
業
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
、
出
前
教
室
が
行
わ

れ
た
。
様
々
な
会
社
で
働
く
方
々
の
講

義
の
中
で
、
当
院
で
は
周
西
中
学
校
で

2008
年
12
月
4
日
、
森
看
護
師
長
が
「
胃

カ
メ
ラ
を
覗
い
て
み
よ
う
」、
2009
年
2
月

24
日
に
八
重
原
中
学
校
で
西
井
管
理
栄

養
士
が
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
」
と

題
し
、
講
義
を
行
っ
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
中
で
働
く
楽
し

さ
や
、
大
変
さ
な
ど
、
将
来
自
分
が
働

く
上
で
今
ど
ん
な
こ
と
を
頑
張
る
こ
と

が
大
切
か
を
、
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
。

（
関
連
記
事
３
面
）

堂
君
津
病
院
の
防
災
計
画
な
ど
で
あ
っ

た
。
実
際
に
地
震
が
起
き
た
ら
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
、
受
け
入
れ
病
院
や
避
難

場
所
は
ど
こ
か
、
食
事
や
薬
の
管
理
は
ど

う
す
る
か
な
ど
、
日
頃
患
者
さ
ま
が
不
安

に
感
じ
て
い
る
事
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

さ
れ
た
。

　
2
月
22
日
、
君
津
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
君
津
・
木
更
津
腎
友
会
主
催
の

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。
臨
床
工
学
科
の

三
浦
技
士
長
が
透
析
患
者
さ
ま
を
対
象
に

災
害
対
策
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
内
容
は
災
害
発
生
時
の
医
療
連
携
体

制
、
災
害
に
対
す
る
心
得
や
対
応
、
玄
々

　
現
在
、
玄
々
堂
君
津
病
院
で
は
「
脳
血

管
疾
患
等
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ
」「
運

動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」「
呼
吸

器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
施
設
基

準
を
取
得
し
、
心
疾
患
以
外
の
様
々
な
疾

患
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
等
で
は
、

脳
梗
塞
・
脳
出
血
は
も
と
よ
り
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
や
末
梢
神
経
損
傷
な
ど
中
枢

性
・
末
梢
性
の
運
動
麻
痺
の
あ
る
方
を
対

象
に
、
麻
痺
の
改
善
・
関
節
可
動
域
の
拡

大
・
筋
力
強
化
・
動
作
パ
タ
ー
ン
の
改
善

等
で
動
作
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
運
動
器
で
は
、
肩
・
腰
・
膝
等
の
痛

み
（
変
形
性
関
節
症
・
四
十
肩
・
腰
痛
・

リ
ウ
マ
チ
等
）
や
骨
折
後
等
の
機
能
回
復

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
で
は
、
喘

息
や
慢
性
呼
吸
器
疾
患
等
の
呼
吸
機
能
の

向
上
や
、
寝
た
き
り
等
で
自
力
で
排
痰
で

き
な
い
方
の
排
痰
訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
全
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
一
番
基
本
と
な
る
の
が
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
（
無
駄
な
力
を
抜
く
）」
な
の
で

す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な

の
で
す
。
自
分
の
意
志
と
は
無
関
係
に
力

が
入
っ
て
し
ま
い
、
痛
み
や
動
作
を
困
難

に
し
て
し
ま
う
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
、
温
熱
等
で
で
き
る
だ
け
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
状
況
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
て
、
力
を
抜
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

自
分
の
筋
肉
に
動
作
を
邪
魔
さ
れ
ず
、
初

め
て
筋
力
強
化
が
効
果
を
発
揮
す
る
の
で

す
。
そ
の
後
は
、
筋
力
強
化
や
日
常
動
作

パ
タ
ー
ン
の
効
率
化
に
て
、
自
分
の
筋
肉

が
体
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
訓
練
し
、

症
状
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
こ
の
よ
う
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
基
本
に
、
各
疾
患
や
個
人
に
合

わ
せ
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
取
り
入
れ
、
そ

の
人
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
様
々
な
疾
患
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
ま
た
皆
様
に
最
適
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

•••••••••••••••••••••

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

科長

唐川　秀明

玄
々
堂
君
津
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
唐
川
　
秀
明

回
診
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割
」
、
君

津
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
松
岡
初

美
看
護
師
の
「
在
宅
男
性
介
護
者
が
介

護
の
経
験
を
通
し
て
困
っ
た
体
験
、
そ

し
て
伝
え
た
い
こ
と
」
、
当
院
Ｃ
Ｓ
委

員
会
・
大
滝
典
子
看
護
師
主
任
の
「
部

署
間
連
携
に
対
す
る
実
態
調
査
お
よ
び

実
践
報
告
」
で
あ
っ
た
。

　
院
内
か
ら
143
名
、
近
隣
地
区
の
病
院

か
ら
31
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
「
患

者
、
家
族
、
職
員
の
ニ
ー
ド
を
満
た
す

た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
有
意
義
な
意
見
交

換
が
出
来
た
。

•••••••••••••••••••••

　
平
成
21
年
3
月
を
も
っ
て
当
院
医
局

長
日
並
淳
介
医
師
が
退
任
し
た
。
平
成

14
年
4
月
に
着
任
以
来
7
年
間
に
渡
り

当
院
の
救
急
・
外
科
医
療
を
支
え
た
。

　
4
月
1
日
よ
り
東
京
大
学
付
属
病
院

大
腸
肛
門
外
科
・
腫
瘍
外
科
か
ら
上
奈

津
子
医
師
が
着
任
し
た
。

（
関
連
記
事
2
面
）

日
並
医
師
退
任

上
医
師
着
任

第
93
回

糖
尿
病
教
室
開
催

出
前
教
室
へ

講
師
派
遣

　
玄
々
堂
君
津
病
院
南
館
の
建
設
工
事

も
開
始
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
す
で
に

3
階
部
分
の
鉄
筋
工
事
・
4
階
の
床
工

事
が
終
了
し
て
い
る
。
現
在
は
4
階
か

ら
屋
上
に
か

け
て
の
工
事

を
行
っ
て
お

り
、
9
月
の

竣
工
に
向
け

て
順
調
に
進

ん
で
い
る
。

新
館
建
設
工
事

順
調
に
進
む

「
災
害
対
策
に
つ
い
て
」

腎
友
会
勉
強
会
開
催

第
37
回

被
保
険
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

団
体
戦
9
位
入
賞

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•
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•
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•
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•
•
•
•
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•
•
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•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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　1月31日、木更津看護学院にお
いて医療安全対策の講演会が行
われた。第一三共㈱の木村稔先
生を講師に招き、142名の参加
者が講演を聴いた。「患者誤認対
策と医療事故での看護責任」と
いう題目で、ヒヤリ・ハット事例や
民事医療訴訟の状況等を交えて
の講義は興味深い内容で、参加
者は熱心に傾聴していた。

医療安全対策
講演会開催

　3月 3日、院内において
防災訓練が行われた。消防
署への通報訓練や火災受
信機の取り扱い、初期消火
訓練等、雨の中、実践さな
がらな内容で実施された。
病院施設の災害時での職
員の役割や行動を理解す
るにはとても貴重な体験
となった。

防災訓練防災訓練

かずさアカデミアホール
202B 会議室にて

今回発表した看護研究発表者
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どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？どっちが正しい？

　
平
成
21
年
4
月
1
日
、
2
日
に
今
年
度
の
入

社
式
と
新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
坂

田
研
修
室
、
周
西
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

入
社
式
で
は
、
看
護
師
の
多
田
直
城
さ
ん
が
新

入
職
員
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
病
院
の
理
念
や
就
業
規
則

な
ど
に
関
し
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
診
療
放
射
線
技
師
の

安
齋
貴
裕
さ
ん
は
三
角
巾
を
使
っ
て

の
応
急
処
置
の
方
法
な
ど
意
外
と
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
、
実
生
活

に
も
役
立
て
た
い
と
話
し
て
い
た
。

平
成
21
年
度

入
社
式
及
び
新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
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平成 21 年 4 月 24 日（２）

臨
床
工
学
科
技
士
長

三
浦
国
雄

　
総
勢
30
名
（
男
性
22
名
、女
性
8
名
）

か
ら
構
成
す
る
臨
床
工
学
科
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
頃
マ
ン
ガ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
医
龍
な
ど
に
臨
床
工
学
技
士
が
登

場
し
、
名
が
少
し
ず
つ
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
国

家
資
格
と
し
て
の
歴
史
が
浅
く
、
外

来
患
者
さ
ま
と
の
関
わ
り
合
い
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
し
て
ど
こ
の
病
院

に
も
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ま

だ
ま
だ
世
間
で
は
馴
染
み
が
薄
い
職

種
で
す
。
主
な
業
務
は
人
工
呼
吸
器

や
人
工
透
析
装
置
な
ど
の
生
命
維
持

管
理
装
置
を
操
作
・
点
検
し
、
医
療

機
器
側
か
ら
患
者
さ
ま
の
治
療
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
が
、
さ
ら
に

一
昨
年
よ
り
医
療
機
器
の
安
全
管
理

体
制
の
整
備
が
法
律
に
よ
り
義
務
化

さ
れ
業
務
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
か
最
近
、

認
知
度
が
急
に
増

し
て
技
士
を
募
集

す
る
病
院
が
養
成
校
に
殺
到
し
一
躍

脚
光
を
浴
び
て
い
る
よ
う
で
す
。
一

般
の
病
院
に
は
こ
ん
な
に
多
く
の
技

士
は
い
ま
せ
ん
が
、
当
院
は
地
域
の

臓
器
不
全
治
療
の
中
核
を
成
し
て
お

り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
血
液
浄
化
治

療
を
関
連
の
2
施
設
、
総
数
550
名
を

超
え
る
患
者
さ
ま
に
年
間
8
万
件
以

上
実
施
し
て
い
る
関
係
上
、
他
で
は

見
ら
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
技
士

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
体
制
は
効
率
的
な
業
務
を
行
う
た

め
に
玄
々
堂
君
津
病
院
班
、
坂
田
ク

リ
ニ
ッ
ク
班
、
玄
々
堂
木
更
津
ク
リ

ニ
ッ
ク
班
、
4
Ｆ
・
医
療
機
器
管
理

班
の
4
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
加
わ
っ

た
医
療
機
器
の
安
全
管
理
を
行
う
た

め
、
拠
点
の
人
工
透
析
室
以
外
に
も

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
部
署
に
、
時
に
綺

麗
な
お
姉
さ
ん
や
男
前
が
、
ま
た
反

し
て
医
療
人
に
は
あ
ま
り
見
受
け
ら

れ
な
い
武
人
や
蛮
人
？
が
出
没
し
、

何
や
ら
う
ご
め
い
て
い
る
の
で
目
に

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
病
院
全
体
で
約
900
あ
る

医
療
機
器
を
管
理
す
る
に
は
臨
床
工

学
科
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
部
署
と
密
接
に
連
携
し
協
力

し
て
頂
け
る
良
好
な
関
係
を
持
つ
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
安

全
な
医
療
機
器
と
良
好
な
チ
ー
ム
医

療
の
組
み
合
わ
せ
が
、
良
い
医
療
と

し
て
患
者
さ
ま
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
器
を
通
し
て
安
全
・
安
心
な

医
療
の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー
に
一
丸
と

な
り
頑
張
っ
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今回は、機械のことならおまかせの臨床工学技士を紹介します。
Q�‥仕事をする上で、大切にしていることを教えてください。
水口‥私達臨床工学技士は、患者さまと接する機会が多いた
め、患者さまとのコミュニケーションは特に重要だと考え
ているので、明るく笑顔で対応するように心掛けています。
Q�‥今後の抱負を教えてください。
水口‥仕事を始めて早一年になりますが、まだまだ課題は沢
山ありますので先輩の方々に指導して頂き、日々精進して
いきたいと思います。
Q�‥出身地はどこですか。
水口‥出身は神戸ですが、大学が千葉県だったので千葉に来
て五年目になります。最初は関西と関東の色々な面での違
いに戸惑いを感じましたが、最近では少しずつ慣れてきた
ように思います。でも、黒いお汁のおうどんには未だに納
得がいきません。
Q�‥気分転換はどのようにしていますか。
水口‥仕事から帰ると長時間の入浴を楽しんでいます。浴槽
にアロマオイルをたらして、ゆったりとした時間を過ごす
と、とてもリフレッシュされた気分になります。
Q�‥趣味はなんですか。
水�口‥旅行がとっても好きでよく色々な所に出かけます。特
に海外旅行が大好きで、各国の文化を見て知るのが楽しい
です。なかでも一番印象に残っている国はフランスで、な
んと言っても華やかな町並み、豪華な建造物には目を惹か
れました。子供の頃「ベルばら」を読んで以来、いつかは行
きたいと思っていたベルサイユ宮殿の中に足を踏み入れた
時は、本当に感激で奇声をあげたのを覚えています。

このコーナーは、職員をクローズアップして紹介しています。
今回は、臨床工学科の水口理世さんを紹介致します。

Produced  by  I.YOSHIDA

　3 月 23 日、坂田ク

リニック研修室に於

て 今 年 度 の ボ ラン

ティア活動の締めくくりとなる学習会・交流会を開

催し、30 名のボランティアの参加がありました。

リハビリテーション科保坂理学療法士の講演で

は、有酸素運動の効果について

学びました。実際に自分ででき

る運動を教えていただくと、びっ

しりイスが並べられた会場の中

でスペースを見つけて早速運動

を始める皆様の姿や次々と挙が

る質問の多さに、いかに健康へ

の関心が強いかということが見

受けられました。

　20 年度は、5 周年表彰 1 名、

年間 50 時間表彰 19 名の方へ

永嶌院長より感謝状と記念品が

手渡され、当院を支えてくれた

全てのボランティアさんへの感

謝の気持ちを込めたお話をうか

がいました。

　大神看護部長、岡

崎副看護部長も会場

を訪れ、ボランティア活動を振り返るとともに、新

年度も一緒にボランティア活動を盛り上げていこ

うと気持ちを一つにしました。

ボランティア活動ニュース 
　
私
は
こ
の
た
び
3
月
を
も
ち
ま
し

て
、
こ
の
玄
々
堂
君
津
病
院
を
退
職
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
7

年
間
、
外
科
医
と
し
て
働
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
患
者

の
皆
様
の
診
療
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
至
ら
な
か
っ
た

点
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
諸
先
輩
方
、

他
職
員
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
な
ん
と
か
や
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
非
常
に
思
い
出
深
い
7

年
間
に
な
り
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
は

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
退
職
に
あ
た
っ
て
特
別
気
の
利
い
た

こ
と
な
ど
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
優

秀
な
諸
先
生
方
や
そ
の
他
た
く
さ
ん
の

友
人
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
時
間
が
過

ご
せ
た
こ
と
が
何
よ
り
幸
せ
だ
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
玄
々
堂
君
津
病
院

を
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

非
常
に
心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、
当
院

で
の
経
験
を
生
か
す
べ
く
、
今
後
も
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
当
に
7
年
間
、
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
並
医
師
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

日並  淳介医師
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腎
臓
は
尿
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い

　
腎
臓
は
ご
承
知
の
と
お
り
尿
を
作
っ
て
い

る
臓
器
で
、
人
の
拳
大
の
大
き
さ
で
背
中
に

左
右
2
コ
あ
る
臓
器
で
す
。
コ
コ
で
作
ら
れ

た
尿
は
、
尿
管
と
い
う
細
い
管
を
通
っ
て
膀

胱
に
蓄
え
ら
れ
、
一
定
量
た
ま
る
と
排
出
さ

れ
る
の
は
皆
さ
ん
が
実
感
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
造
血
ホ
ル
モ
ン
（
エ

リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
）
を
作
っ
た
り
、
ビ
タ
ミ

ン
D
を
活
性
化
し
て
骨
を
強
く
し
た
り
、
血

圧
を
調
節
す
る
ホ
ル
モ
ン
（
レ
ニ
ン
）
を
出

し
た
り
、
体
を
ア
ル
カ
リ
性
に
保
つ
な
ど
、

重
要
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
の
病
気
に
は
泌
尿
器
科
の
病
気
と
内

科
の
病
気
が
あ
る

　
さ
て
、
腎
臓
の
病
気
と
い
っ
て
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
、
病
気
の
種
類
に
よ
っ
て
担
当
す

る
診
療
科
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
大
き

く
分
け
る
と
泌
尿
器
科
的
な
病
気
と
内
科
的

な
病
気
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
原
因
を
問
わ
ず
、
腎
臓
の
本
来
の
性
能
が

落
ち
て
し
ま
っ
た
病
態
を
慢
性
腎
臓
病

（C
K

D
:c

h
r
o
n

ic
 
k

i
d

n
e
y
 

d
is

e
a
s
e

）
と
い
い
ま
す
。
最
近
で
は
軽

度
の
慢
性
腎
臓
病
（
以
後C

K
D

）
で
あ
っ

て

も

脳

卒

中

や

心

筋

梗

塞

な

ど

（C
V

D
;c

a
r
d

i
o

v
a

s
c
u

l
a

r
 

d
is

e
a
s
e

）
の
危
険
因
子
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
肥
満
や
高
血
圧
な
ど
共
に
生
命

予
後
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
（
後
述
）。

泌
尿
器
科
的
な
病
気
は
片
方
の

腎
臓
に
お
こ
る

　
泌
尿
器
科
的
な
腎
臓
の
病
気

と
は
、
一
般
に
形
や
機
能
が
部
分

的
に
異
常
を
き
た
し
た
状
態
で

す
。
た
と
え
ば
腎
臓
に
ガ
ン
が
で

き
た
り
、
尿
の
流
れ
が
悪
く
な
っ

た
り
、
石
が
で
き
て
痛
み
が
出
た
り
と
い
っ

た
も
の
が
代
表
的
で
す
。
病
気
は
片
方
の
腎

臓
だ
け
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
画
像

診
断
が
決
め
手
に
な
り
ま
す
（
両
方
に
石
や

腫
瘍
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
問
題
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
で
す
）。

残
っ
た
腎
臓
が
正
常
で
あ
れ
ば
、

C
K

D

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
症

状
は
痛
み
や
血
尿
と
い
っ
た
も

の
が
多
い
で
す
が
、
腎
癌
の
よ
う

に
無
症
状
で
検
診
で
見
つ
か
る

病
気
も
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
疾

患
と
し
て
腎
癌
、
腎
結
石
、
水
腎
症
、
膿
腎

症
、
尿
路
奇
形
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
担
当
は

も
ち
ろ
ん
泌
尿
器
科
で
す
。

内
科
的
な
病
気
は
左
右
の
腎
臓
が
同
時
に

侵
さ
れ
る

　
こ
ち
ら
は
腎
臓
全
体
の
病
気
と
し
て
発
症

す
る
た
め
、
両
方
の
腎
臓
に
同
時
に
お
こ
り

ま
す
。
蛋
白
尿
や
浮
腫
、
ま
た
は
目
に
見
え

な
い
血
尿
で
始
ま
る
こ
と
が
多
く
、
病
気
に

よ
っ
て
は
検
診
な
ど
で
初
め
て
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
腎
臓
だ
け
の
病
気
も
何
種

類
も
あ
り
ま
す
が
、
糖
尿
病
や
膠
原
病
な
ど

の
全
身
の
病
気
が
原
因
で
腎
臓
を
痛
め
て
い

る
場
合
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
原
因
疾
患
に

よ
っ
て
予
後
や
治
療
に
対
す
る
反
応
が
違
う

の
が
特
徴
で
、
そ
れ
を
見
極
め
て
最
適
の
治

療
を
し
な
い
と
病
気
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
ま

す
。
疾
患
と
し
て
は
、
慢
性
糸
球
体
腎
炎
、

糖
尿
病
性
腎
症
、
膠
原
病
性
腎
炎
、
各
種
尿

細
管
疾
患
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
薬
剤
性

腎
炎
…
な
ど
多
数
。
当
院
の
担
当
は
腎
臓
内

科
に
な
り
ま
す
。

注
目
さ
れ
るC

K
D

の
概
念

　C
K

D

と
は
、
原
因
を
問
わ
ず
腎
臓
が

徐
々
に
傷
害
さ
れ
て
い
く
状
態
を
言

い
ま
す
。、C

K
D

は
自
覚
症
状
に

乏
し
く
、
蛋
白
尿
な
ど
の
尿
異
常
に

始
ま
り
徐
々
に
腎
機
能
が
悪
化
し
、

最

終

的

に

末

期

腎

不

全

（E
S

K
D

:e
n

d
 

s
t
a

g
e
 

k
id

n
e
y
 
d
e
s
e
a
s
e

）
に
至
り

ま
す
。
原
因
疾
患
と
し
て
一
番
多
い

も
の
が
糖
尿
病
、
2
番
目
が
慢
性
糸

球
体
腎
炎
、
そ
し
て
腎
硬
化
症
、
多

発
嚢
胞
腎
…
と
続
き
、
内
科
的
疾
患
が
原
因

と
し
て
大
多
数
で
す
。

　C
K

D

が
注
目
さ
れ
る
点
は
、

動
脈
硬
化
の
独
立
し
た
危
険
因
子

で
あ
り
、
心
血
管
疾
患
（C

V
D

）

に
よ
る
死
亡
の
原
因
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。C

V
D

で
命
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
は

C
K

D

の
発
症
と
進
展
を
抑
制
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
生
活
習
慣

の
改
善
が
極
め
て
重
要
で
す
。
当
院
の
診
療

担
当
は
腎
臓
内
科
と
腎
不
全
外
来
に
な
り
ま

す
。

C
K
D

の
予
防
と
進
展
防
止
に
大
切
な一

般
的
な
食
生
活　

羅
列
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
1
、
水
分
は
適
量
に 

2
、

食
塩
は
6
グ
ラ
ム
未
満 

3
、

肥
満
は
禁
物 

4
、
禁
煙 

5
、

C
K

D

と
診
断
さ
れ
た
ら
、

1
日
体
重
あ
た
り
、
た
ん
ぱ
く

質
は
0.8g
以
下 

6
、
食
事
カ
ロ
リ
ー
は
1
日

体
重
あ
た
り
30
か
ら
35k

c
a
l 

7
、
飲
酒

は
男
性
１
合
以
下
、
女
性
は
そ
の
半
分
。

　
あ
な
た
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？
現
在

治
療
中
の
患
者
さ
ま
は
、C

K
D

の
病
態

に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、
主
治
医
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
食
事
以
外
に
も

高
血
圧
と
貧
血
の
管
理
は
極
め
て
重
要

で
す
。

末
期
腎
不
全
（E

S
K
D

）
に
な
っ
た

ら
血
液
浄
化
療
法
で
命
を
つ
な
ぐ

　C
K

D

が
進
行
す
る
と
、
末
期
腎
不

全
（E

S
K

D

）
に
い
た
り
ま
す
。

E
S
K

D
を
放
置
す
る
と
必
ず
生
命
が

奪
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
に
血
液
浄
化

療
法
を
開
始
す
る
こ
と
で
命
を
奪
わ
れ
ず
に

済
む
の
で
す
。
そ
の
た
め
強
い
苦
痛
が
生
じ

る
前
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
血
液
浄
化
療
法
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
血
液
浄
化
療

法
療
法
に
は
血
液
透
析
と
腹
膜
透
析
が
あ
り

ま
す
。
当
院
の
診
療
担
当
は
腎
臓
内
科
と
腎

不
全
外
来
に
な
り
ま
す
。

血
液
浄
化
療
法
で
第
２
の
人
生
が
始
ま
る

　
本
来
な
ら
生
命
を
維
持
で
き
な
い

E
S
K

D

の
方
が
、
血
液
浄
化
療
法

（
血
液
透
析
な
ど
）
を
受
け
る
こ
と

で
元
気
に
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
現

代
医
学
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
進
歩

に
よ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
第
2
の
人

生
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
健
康
人
に
比
べ
る

と
様
々
な
食
事
制
限
や

薬
物
療
法
を
併
用
す
る

必
要
が
あ
り
、
自
分
自
身
の
心

掛
け
に
よ
っ
て
そ
の
予
後
は
大

き
く
違
っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
血
液
浄
化
療
法
を
受
け

て
い
る
方
が
他
の
病
気
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
手
術
の
リ
ス
ク

や
薬
剤
の
使
用
法
な
ど
健
康
人

と
違
う
た
め
、
通
常
と
異
な
っ

た
観
点
か
ら
治
療
を
す
る
必
要

　
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ
、
車
椅
子
か
ら
ト

イ
レ
へ
等
、
乗
り
移
る
動
作
の
こ
と
を
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー（
移
乗
）
と
言
い
ま
す
。
病
院

や
施
設
だ
け
で
な
く
、
在
宅
で
も
行
わ
れ

る
移
動
手
段
で
す
。

　
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
基
本
は
①
本
人
の

安
心
・
安
全
を
確
保
し
、
出
来
る
だ
け
快

適
で
あ
る
こ
と
②
介
助
者
の
身
体
を
守

り
、
余
裕
の
あ
る
方
法
で
あ
る
こ
と
③
本

人
の
残
存
機
能
を
し
っ
か
り
使
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
方
法
と
し
て
は
沢
山
の
や
り
方
が
あ
り

ま
す
が
、
全
て
の
方
法
に
お
い
て
ま
ず
は

環
境
設
定
が
大
切
で
す
。
ま
ず
車
椅
子
の

位
置
は
ベ
ッ
ド
等
に
近
づ
け
、
約
30
度
の
角

度
に
し
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
を
確
認
し
、
周

囲
に
動
作
を
妨
げ
る
も
の
や
危
険
な
も
の

が
無
い
か
等
、
確
認
を
し
ま
す
「
写
真
1
」。

　
体
を
支
え
る
力
の
無
い
方
の
場
合
は
介

助
者
が
膝
を
固
定
し
て
、
脚
に
力
が
入
る

方
の
場
合
は
両
脚
の
間
に
介
助
者
の
脚
を

入
れ
る
方
法
が
や
り
や
す
い
と
思
わ
れ
ま

す
「
写
真
3
」。

　
環
境
設
定
が
出
来
た
ら
、
次
は
乗
り
移

る
準
備
で
す
。
介
助
さ
れ
る
側
は
お
尻
の

位
置
を
ず
ら
し
足
の
位
置
を
決
め
ま
す「
写

真
2
」。

　
介
助
さ
れ
る
方
は
車
椅
子
に
近
い
方
の

手
で
ア
ー
ム
レ
ス
ト
を
掴
む
「
写
真
4
」
ま

た
は
介
助
者
に
つ
か
ま
る
。
体
幹
（
上
体
）

を
前
傾
し
、膝
関
節
に
体
重
を
乗
せ
る
「
写

真
5
」。
す
る
と
お
尻
が
浮
き
易
く
な
る

の
で
、
立
位
に
も
っ
て
い
く
も
し
く
は
そ
の

ま
ま
ク
ル
っ
と
お
尻
を
回
転
さ
せ
ま
す
「
写

真
6
」。

　
介
助
者
の
手
の
位
置
は
腋
窩
（
脇
）の
下

写真 1

写真 3-1 写真 2-1写真 2-2

今回は腎臓の病気に関して簡単に説明した上で、
当院の腎臓病医療へのとり組みを
大　副院長に紹介してもらいました。

玄々堂君津病院副院長・
血液浄化療法部部長　

大　慎一

腎臓病診療の紹介腎臓病診療の紹介

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ど
こ
の
病
院
で
も

治
療
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
院
の
診
療
担
当
は
血
液
浄
化
部
で
す
。

　
以
上
、
腎
臓
病
の
概
略
に
関
し
て
お
解
り

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？
一
言
で
腎
臓
病

と
い
っ
て
も
様
々
な
病
態
が
あ
る
わ
け
で

す
。
症
状
が
無
い
た
め
に
、
深
刻
な
病
状
で

あ
っ
て
も
検
診
で
指
摘
さ
れ
る
ま
で
気
づ
か

な
い
場
合
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
の
腎
疾
患
へ
の
と
り
組
み
目
標
と
し

て
は
、
以
上
に
記
し
た
ど
の
レ
ベ
ル
の
患
者

さ
ま
に
対
し
て
も
総
合
的
に
対
応
で
き
る
病

院
で
あ
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
検
診
で
蛋

白
尿
が
指
摘
さ
れ
た
方
は
腎
臓
内
科
で
、

真
っ
赤
な
血
尿
が
出
た
方
は
泌
尿
器
科
で
、

慢
性
腎
不
全
で
透
析
中
の
方
の
ア
ク
セ
ス
ト

ラ
ブ
ル
は
腎
臓
外
科
で
、
万
一
、
透
析
の
患

者
さ
ま
が
体
調
が
悪
く
な
っ
て
も
緊
急
入
院

で
き
る
よ
う
に
…
と
い
っ

た
形
で
腎
臓
病
の
患
者
さ

ま
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
血
液
浄
化
療
法
を
受

け
ら
れ
て
い
る
患
者
さ
ま

で
腎
移
植
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
し
か
る
べ
き
病
院

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

し
、
そ
の
後
の
経
過
観
察
な
ど
も
含
め
て
当

院
で
も
可
能
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
お
け
る
腎
臓
専
門
病

院
と
し
て
、
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
進
歩
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
医
療
情
勢
で
は
、

腎
不
全
で
死
亡
率
の
高
い
脳
血
管
疾
患
や
心

臓
病
発
作
、
そ
し
て
生
活
機
能
を
悪
化
さ
せ

る
整
形
外
科
疾
患
に
関
し
て
は
、
こ
の
地
域

だ
け
で
は
充
分
な
医
療
供
給
は
不
可
能
で

す
。
こ
れ
ら
の
医
療
の
空
隙
は
、
民
間
の
病

院
が
単
独
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
当
院
と
し
て
は
他
院
と
の
連
携
を

強
化
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
医
療
の
改
善
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て

　
　
臨
床
工
学
科
　
高
橋
　
初
　

　
3
月
22
日
に
東
京
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ

れ
、
当
院
か
ら
10
人
以
上
応
募
し
ま
し
た

が
私
と
大
野
事
務
長
が
め
で
た
く
当
選
し

出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
し
て

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
大
会
の
初
め
か
ら

最
後
ま
で
テ
レ
ビ
で
中
継
さ
れ
る
こ
と
、

タ
レ
ン
ト
が
実
際
に
走
る
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
大
会
の
前
後
に
も
ら
え
る
こ

と
で
す
。
走
っ
て
い
る
と
き
に
カ
メ
ラ
や

タ
レ
ン
ト
を
見
つ
け
る
と
、
そ
の
と
き
だ

け
は
必
死
に
な
っ
て
い
る
姿
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
後
で
録
画
し
た
ビ
デ
オ
を
見

た
ら
全
く
映
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
思
う
と
カ
ン
フ
ル
剤
的
な
存
在
で
し

た
。
完
走
し
た
あ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
か
ら
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
て
も
ら
い
、

タ
オ
ル
を
も
ら
っ
た
ら
大
し
た
成
績
で
も

な
い
の
に
も
う
気
分
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
リ
ス
ト
で
し
た
。
残
念
だ
っ
た
こ
と
は

当
日
の
天
気
が
雨
と
暴
風
だ
っ
た
こ
と
で

す
。
晴
れ
だ
っ
た
ら
も
っ
と
景
色
が
良

か
っ
た
の
か
な
と
思
う
と
悔
し
い
で
す
。

今
年
も
ま
た
応
募
し
て
当
選
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

で
体
側
の
部
分
や
臀
部
（
ズ
ボ
ン
の
ウ
エ
ス

ト
部
分
）
等
を
掴
ま
え
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

　
実
際
に
は
回
数
を
重
ね
な
い
と
な
か
な

か
難
し
い
技
術
で
す
が
、
マ
ス
タ
ー
す
る
こ

と
で
、
介
助
さ
れ
る
側
の
安
心
・
安
全
だ

け
で
な
く
身
体
機
能
の
向
上
、
介
助
者
側

の
腰
痛
予
防
等
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
「
お
互
い
楽
な
」
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

写真 4写真 5

写真 6-1写真 6-2

　出前教室とは、様 な々職種の方たちが
講師を務め、実際に学校へ出向き、仕事
に関する話をするものです。今回、私も
この活動に参加する機会を与えられ、八
重原中学校に行って参りました。私の担
当したクラスは、中学1年生の14名が参
加しており、今回のテーマである、「早
寝、早起き、朝ご飯」の大切さについて
話をしてきました。また、各家庭の朝食
の写真を持参してもらい、その食事内容
についてコメントをしてみたり、実際に
病院で使用している経腸栄養剤の試飲
などをおりまぜながら、1時間の授業を
楽しく終えることが出来ました。最後に
なりましたが、この出前教室を通じ、地
域社会への貢献について、改めて考える
大変良い機会になりました。ロータリー
クラブ並びに八重原中学校の関係者の
皆様に感謝申し上げます。

出前教室
（早寝、早起き、朝ご飯）

栄養科　西井大輔

出前教室
（早寝、早起き、朝ご飯）

栄養科　西井大輔

写真 3-2

気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト気分はオリンピックメダリスト
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編
集
後
記

▼
春
は
大
好
き
な
季
節
で
す
。（
３
２
５
）

▼�

タ
ス
キ
…
つ
な
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

�

（
Ｐ
Ｔ
）

▼�

初
委
員
会
が
ん
ば
り
ま
す
。（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

▼�

18
年
ぶ
り
の
復
活
で
す
。
細
い
文
字
を

読
む
の
が
辛
い
か
も
…�

（
い
）

▼�

今
年
か
ら
花
粉
症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
涙
）。�

（
も
も
）

▼�

ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
魂
を
繋
げ
て
い
け
ま
す

よ
う
あ
と
一
踏
ん
張
り
し
ま
す
。

�

（
Ｊ
・
Ｊ
）

▼�

最
近
の
流
行
は
最
高
に
グ
ル
ー
ビ
ー
な

こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ
。

�

（
ス
イ
バ
ケ
）

▼�

携
帯
依
存
症
。
気
づ
け
ば
漢
字
…
書
け

ま
せ
ん
。�

（
Ｐ
）

▼�

新
聞
委
員
に
仲
間
入
り
！
お
願
い
し

ま
す
。�

（
Ｋ
）

▼�

そ
ろ
そ
ろ
運
動
で
も
始
め
よ
う
か

な
ぁ
。�

（
て
つ
）

▼�

今
回
も
頑
張
り
ま
し
た
！�

�

（
９
１
１�

Ｇ
Ｔ
３�

Ｒ
Ｓ
）

▼�

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
龍
馬
伝
。
龍

馬
曰
く
「
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た

し
申
候
」
日
本
も
自
分
も
。�

�

（
リ
ョ
ウ
タ
ロ
ウ
）

▼�

川
は
流
れ
の
様
に
ゆ
っ
た
り
、
時
に
は
激

し
く
、
人
生
い
ろ
い
ろ
で
す
。�（
山
口
稔
）

4月  外来担当医師診療予定 ※お知らせ：高田医師が4月中休診の為、それに伴い一部変更となっております。ご確認下さい。　●印は女性医師です。

★物療内科：診療医師予定
・高橋医師（11・25日午前・午後）
・松井医師（4・18日午前・午後）

・十字医師（4日午前・午後）
・佐藤（健）医師（18日午前・午後）

・道下医師（1日午前・午後）　
・岡田医師（25日午前・午後）

内視鏡検査
（予約制）

その他の
専門外来
（予約制）

血液内科（予約制）
心臓・循環器科（予約制）
整形外科（予約制）

泌尿器科（予約制）

内分泌糖尿病（予約制）

内科
（外科を含む）
（予約制）

腎臓病・腎不全（坂田クリニック）

外来診療時間／●午前08:30～ 
 ●午後14:00～
※診察開始時間は、医師によって異なります。

再来受付機稼動時間／●午前07:50～12:00（医師指定～１１：００） 
 ●午後12:10～15:00
※受付終了時間は医師によって異なる場合がございます。

◎１５時以降の予約の方は、直接受付へお越しください。

武部医師
永嶌院長（10:30迄）
荻野副院長（10:00迄）
鈴木医師（11:00～）
●上医師（女性医師）

長谷川外科部長
根津医師
予約：武部医師
予約：鈴木医師

永嶌薫泌尿器科部長（午前・午後）

血管外科
佐藤（和）医師（午後）

胃内視鏡
大　副院長（午前）※20・27日休診

大　副院長（6日午後）
（透析・バスキュラーアクセス）

永嶌院長（10:00迄）
大　副院長
綾部医師
常勤医師（10:00～）
予約：茅野医師※7日休診

山村病棟診療部長
●古賀医師（女性医師）
予約：茅野医師※7日休診

永嶌薫泌尿器科部長
　（午前9:00～）

荻野副院長（午前・17:00～） 荻野副院長（午前）

綾部医師（午後）

神経内科
●清水医師（女性医師）（帝京大地域医療学部長）（7・21日午前）
外科・バスキュラーアクセス
大　副院長（午後）
消化器内科　山村病棟診療部長（17:00～）
乳腺外科
長谷川外科部長（午後：乳腺、一般）

胃内視鏡
江里口医師（午前）

常勤医師（9:30～）
常勤医師（10:00迄）
根津医師
予約：武部医師
予約：湯城医師（1日）

武部医師
根津医師
●蒔苗医師（女性医師）
予約：高田医師※今月は休診となります
予約：山村病棟診療部長
予約：中西医師

稲原医師（午後）

竹内医師（1・15日午前）
山倉医師（8・22日午前）
呼吸器科
中谷医師（8・22日午前）

胃内視鏡
遠藤医師（午前）

武部医師
常勤医師
中津医師※16・23日休診
大橋（潤）医師（16日）
常勤医師（23日）

武部医師
大　副院長
●古賀医師（女性医師）

根津医師（午前）

中津医師（午後）※16・23日休診
大橋（潤）医師（16日）

岡本医師（午前・午後）※30日休診

竹田医師（4・18日午後）
長嶋医師（11・25日午後）

栗林医師（11・18・25日午後）
筋野医師（4日午後）

荻野副院長（午前・午後）
紫芝医師（25日午前）

大橋（暁）医師（午前・午後）

荻野副院長（午前・午後）

呼吸器科
萩谷医師（午前・午後）※2日休診

胃内視鏡
丹羽医師（30日午前）
山村内視鏡室長（2・9・16・23日午前）
大腸内視鏡
山村内視鏡室長（午後）
●上医師（2日午後）（女性医師）
鈴木医師（9・16・23・30日午後）

大庭医師（腎臓内科）

紫芝医師
川合医師
滝本医師
予約：高田医師※今月は休診となります

永嶌院長
紫芝医師※24日午後休診
中西医師
滝本医師

永嶌薫泌尿器科部長（午前・午後）
※17日休診

神経内科
尾野帝京大病院教授（午後）

胃内視鏡
武部医師（午前）
大腸内視鏡
川合医師（午後）
●上医師（午後）（女性医師）

永田医師（腎臓内科） 大　副院長（18・25日午後）
（透析・バスキュラーアクセス）

永嶌院長
大　副院長（18・25日）
石丸医師（11日）
竹田医師（4・18日）
常勤医師（4・11・25日）

永嶌院長
佐藤医師（4・18・25日）
石丸医師（11日）

永嶌薫泌尿器科部長（4日午前）※18日休診
橋本医師（11日午前）
小林医師（25日午前）

乳腺科
小沢医師（25日午前・午後）
物療内科
　※欄外をご覧下さい。

胃内視鏡
藤田医師（25日午前）
丸岡医師（11日午前）
小川医師（4・18日午前）
経鼻内視鏡
山村内視鏡室長（午後）

午
前

午
後

（予約制）

（月） （火） （水） （木） （金） （土）

　
今
月
号
か
ら
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
シ
リ
ー

ズ
は
「
川
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
月
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
信
濃

川
」
は
、
新
潟
県
お
よ
び
長
野
県
を
流
れ

る
一
級
河
川
で
、
信
濃
川
水
系
の
本
流
で

す
。
こ
の
う
ち
信
濃
川
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
は
新
潟
県
域
の
み
で
、
長
野
県
に
さ
か

の
ぼ
る
と
千
曲
川
（
ち
く
ま
が
わ
）
と
呼

称
が
変
わ
り
ま
す
。
全
長
367
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、
信
濃
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
部

分
が
153
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
の
に
対
し
、
千

曲
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
分
は
214
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
千
曲
川
の
方
が
長
い
で
す

が
、
河
川
法
上
で
は
千
曲
川
を
含
め
た
信

濃
川
水
系
の
本
流
を
信
濃
川
と
規
定
し
て

い
る
た
め
、
信
濃
川
は
日
本
で
一
番
長
い

川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
信
濃
川
は
電
源
開
発
、
農
業
用

水
、
飲
料
・
工
業
用
水
資
源
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
越
後
の
母
な
る
大
河
で
あ

り
ま
す
。
広
大
な
信
濃
川
を
訪
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

【役職変更】

●看護師長	 鳥飼　紀子	 （3／ 1付）
●経理課課長	 佐藤　亘	 （4／ 1付）
●臨床工学科主任	 山口　裕伸	 （4／ 1付）

【異動】

（1月2日〜4月1日まで）（　）内は旧所属
部署

●4 階病棟	 織本　廣子	 （3Ａ病棟）
●4 階病棟	 髙橋　由美子	（看護部長室）
●ＩＣＵ病棟	 相沢　由美子	（3Ｂ病棟）
●3 Ａ病棟	 渡邉　詔子	 （4階病棟）
●3 Ａ病棟	 中島　由祐子	（坂田クリニック）
●3 Ｂ病棟	 林　　貴子	 （ＩＣＵ病棟）
●3 Ｂ病棟	 髙吉　由香	 （外来）
●外　　　来	 和田　寛子	 （看護部長室）
●透　析　室	 服部　美由紀	（木更津クリニック）
●坂田クリニック	 石井　ルミ	 （透析室）

【新入職員】

（1月2日〜3月31日まで）
●看　護　師	 鈴木　喜久代	（2／ 23〜）
●クラーク	 江澤　早織	 （3／ 1〜）
●訪問介護員	 吉武　由香	 （2／ 9〜）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

信
濃
川

私
の
お
す
す
め
図
書

　「
社
会
に
出
て
自
分
で
稼
ぐ
よ
う
に

な
っ
た
ら
好
き
な
だ
け
本
を
買
い
た
い

と
思
っ
て
い
た
。」
と
語
る
友
人
は
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
蔵
書
数
を
の
ば
し

て
い
て
、
私
は
お
す
す
め
図
書
を
貸
し

て
も
ら
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

　
な
か
な
か
読
め
ず
に
置
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、

こ
の
本
は
い
つ
の
間
に
か
中
学
生
の
娘

が
読
了
し
て
お
り
、
お
も
し
ろ
か
っ
た

と
読
み
返
し
て
い
ま
し
た
。
先
に
読
ま

れ
て
ち
ょ
っ
と
腹
立
た
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
食
べ
な
が
ら
読
ん
だ
ら
し
く
、

汚
さ
れ
て
し
ま
い
シ
ョ
ッ
ク
！
友
人
に

は
買
っ
て
返
す
こ
と
に
…
と
い
う
経
緯

で
今
手
元
に
あ
る
本
書
を
紹
介
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
に
す
で
に
単
行
本
が
出

て
い
ま
す
。
４
体
の
幽
霊
が
活
躍
す
る

お
話
で
す
。
中
学
生
に
も
読
み
や
す
く

て
お
も
し
ろ
い
。
で
も
大
人
の
方
が

も
っ
と
お
も
し
ろ
い
は
ず
。
お
も
し
ろ

い
だ
け
で
は
な
く
、
私
は
泣
い
た
し
、

勉
強
に
な
っ
た
し
、
映
画
を
見
た
よ
う

な
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
日
、
本
当
の
人
命
救
助
に
携
わ
っ

て
い
る
皆
様
も
、
こ
の
お
話
を
楽
し
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
文
庫
版
に
は
「
バ

カ
の
壁
」
の
養
老
孟
司
先
生
の
解
説
も

付
い
て
い
ま
す
。
　
　
　 

（
Ａ
・
Ｆ
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
職
員
に
よ
る
バ
ト
ン
リ
レ
ー
方
式
で
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「 

幽
霊
人
命
救
助
隊
」
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

多
た だ

田　直
なお

城
き

清
し

水
みず

　悠
はるか

白
しらいし

石　あゆみ丸
まる

　博
ひろひと

人飯
いいじま

島　佳
か な こ

奈子安
あんざい

齋　貴
たかひろ

裕重
しげおか

岡　勇
ゆう

人
と

梶
かじやま

山　彩
あや

香
か

清
し

水
みず

　裕
ゆ か

香藤
ふじ

野
の

　由
ゆ み こ

美子片
かたやま

山　歩
あゆむ

浦
うらかわ

川　星
せい

蘭
ら

堀
ほり

田
た

　弦
ゆずる

田
た

代
しろ

　智
とも

紀
き

高
たか

木
ぎ

　あすか宮
みや

尾
お

　愛
あい

奈
な

嶋
しま

田
だ

　美
み わ

和五
い が ら し

十嵐　沙
さ

織
おり

大
おおもり

森　裕
ひろ

美
み

能
のうじゅう

重　さやか横
よこやま

山　明
あ す か

日香

福
ふく

田
だ

　崇
たか

子
こ

小
お

倉
ぐら

　直
なお

美
み

吉
よしとみ

冨　千
ち

春
はる

在
ありはら

原　清
きよ

美
み

河
かわむら

村　真
ま り こ

理子松
まつもと

本　幸
ゆき

恵
え

高
たかはし

橋　友
とも

美
み

安
あんどう

藤　早
さ き

紀 根
ね

本
もと

　亮
りょう

看
護
師

薬
剤
師

ナ
ー
ス
エ
イ
ド

臨
床
工
学
技
士

放
射
線
科
助
手

岩
いわさき

崎　ゆかり

総務課医事課栄養士

榎
えのき

　真
ま な み

奈美大
おおはし

橋　郁
いく

子
こ

調理員

ク
ラ
ー
ク

診
療
放
射
線
技
師

理
学
療
法
士

訪
問
介
護
員

　
こ
の
度
、
平
成
21
年
度
互
助
会

幹
事
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
総
務
の
石
嵜
照
彦
で
す
。

　
二
度
の
幹
事
経
験
を
活
か
し
、

栞
田
・
藤
平
両
副
幹
事
と
協
力

し
監
事
役
員
一
丸
と
な
っ
て
病

院
行
事
の
企
画
・
運
営
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
職
員
の
皆
様
に
御
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
一
年
間
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〈
幹
事
長
〉

　
　
石
嵜
　
照
彦

〈
副
幹
事
長
〉

　
　
　
田
　
芳
毅

　
　
藤
平
　
雅
紀

〈
幹
事
〉

　
　
佐
久
間
恵
子

　
　
立
石
　
典
子

　
　
三
原
　
瞳
　

　
　
椋
木
　
利
恵

　
　
島
倉
富
美
子

　
　
白
鳥
　
真
代

　
　
小
川
　
紋
野

　
　
藤
原
　
太
子

　
　
二
本
柳
亜
矢

　
　
草
野
　
美
帆

　
　
安
藤
　
純
　

　
　
松
井
　
圭
子
　
　
　（
順
不
同
）

幹事長

石嵜　照彦

日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川日本で一番長い信濃川

平
成
21
年
度 

幹
事
紹
介

今年度の新聞委員です。
よろしくお願いします。
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